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くなるため（＝環境抵抗が大きくなる）、そのこ

とによって培養不調（増えない＝ワムシがへたる

といいます）の原因となり、少なすぎると飢餓ワ

ムシ（人間で言うやせ細ったワムシ）になり、共

に栄養価の面で不安なワムシとなります。また、

活力のあるワムシとは対数増殖期にはいっている

ワムシ（よく増えるワムシ＝若く元気なワムシが

多い）のことを言います。

また、ワムシには多くの細菌が確認され（１ｇ

中に10６ＣＦＵ以上）、非常に濃い濃度の様々な

細菌の入った培養液の中で生きていることになり

ます。そして、この細菌相は培養毎に異なり、細

菌の種類によってはワムシに悪影響を与える（へ

たる）こともあります（この細菌相は人為的にコ

ントロールすることは難しい!!ベテランでも10回

に２回は失敗すると言います）。

また、種苗生産する魚種によって必要とされる

栄養素が異なり、ワムシのみを与えても足りない

栄養素があるため初期減耗が生じて満足に種苗が

できない場合がほとんどです。このため、現在で

はワムシを栄養を運ぶための生きたカプセルとみ

なし、様々な栄養素（強化剤と呼びます）を取り

込ませて餌として与えることになります。しかし、

これもへたったワムシだと満足に栄養素を取り込

むことができなくなります。

つまり、種苗生産がはじまると、いかに毎日活

力のあるワムシを必要量確保するかが、魚類の種

苗生産の最初で最大の課題になります。しかし、

生き物であるワムシを、工場で均一の品質で製造

する配合餌料のように作るのは非常に難しい作業

になります。

そこで、能登島栽培漁業センターが中心となっ

て開発されたのが「粗放連続培養」という培養方

法です。その理論や方法は紙面の関係でここでは

紹介できませんが、この培養方法を取り入れるこ

とができれば、常に活力のあるワムシを安定的に

長期間供給できることになります。大幅なコスト

削減にもつながることから全国的にも導入が始

まっており、当所においても今後技術導入に向け

て検討しているところです。

以上のように、ワムシは種苗生産の成否を左右

するキーとなる部分ですが、その生態も含めまだ

まだ分からない部分が多いのも事実です。種苗生

産技術のベースとしてのワムシの培養技術は、ま

だまだ奥が深く極めなければならない部分が多そ

うです。
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二枚貝は一般に右殻（白い殻）を下にし、左殻

（茶色の殻）を上にして生活しています（但し、

カキは逆）。人間では外観上は左右が対称になっ

ていますが、ホタテガイは左右が異なっています。

まず、左殻側は茶色で、右殻側では白くなって

います。砂に潜ったときに保護色となります。殻

の大きさは右殻のほうが左殻よりも全体的に大き

くできています。また、天然貝、地まき貝では特

に右殻のほうが左殻より深みを増し、受け口のよ

うな形をしています。

さらに、内部も大きく異なっています。一般に、

内部の構造を詳しく観察している人はいないと思

いますし、観察しようにも内部が軟らかくて観察

しづらいと思います。

写真１はホタテガイの稚貝を蝶番線に垂直に

切って染色したものです。真ん中の黒く（実際は

真紅）染まっている部分は貝柱です。見てのとお

り、貝柱は真っすぐにはなっておらず、左殻のほ
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写真１　ホタテガイ稚貝の断面図
ＡＭ：貝柱（閉殻筋）、Ｄ：中腸腺、Ｆ：足、Ｇ：鰓、Ｉ：腸、Ｋ：腎臓、Ｍ：外套膜、Ｐ：神経節、ＬＳ：左殻、
ＲＳ：右殻、Ｓ：胃　四角で囲んだ部分は鰓が結合している部分

うの貝柱が太く、筋繊維も密で、前方に傾いてい

るのがわかると思います。貝殻は貝柱の筋肉が弛

緩したときには、蝶番のところにあるゴムのよう

な弾性帯の力で30°くらい開くようになっていま

す。貝柱が弛緩し、貝殻が最も開いたときに貝柱

はまっすぐなるようになっています。元々右殻を

海底の砂に中に潜らせて生活していますが、外敵

が来たときには貝柱の筋肉を収縮させ貝殻を急激

に閉じ、貝殻から海水を出してその推進力によっ

て泳いでいきます。このとき、海底に固定されて

いない左殻を急激に閉じるため、左殻の貝柱の筋

肉がよく発達したものと考えられます。このため、

左殻側が下になると、貝を閉じたときに左殻の貝

殻が上に引っ張られるようになり、海底から上が

る感じになり、うまく遊泳できなくなると考えら

れます。また、貝柱を横に半分に切って分けると

きは、左殻側を取った方が、筋繊維が密である分

歯ごたえもあり、若干ではありますが大きいので、

得をすると思われます。

一方、前述のように右殻の殻が大きいので、外

套膜は左殻よりも右殻のほうが大きくなっていま

す。しかし、鰓は左右の大きさは同じになってい

ます。大きさが異なり、左右の鰓の間に隙間がで

きると、うまく餌をろ過できないものと思われま

す。左殻側の貝柱が右殻側よりも前方に突き出し

ているので、左右の鰓の位置が同じになるように、

左殻側の鰓は貝柱から出ていますが、右殻側の鰓

は外套膜の途中から出ています。

外套膜は左殻側よりも右殻側が大きいのです

が、前号でお話したように目の数は逆に左殻側

（約50個）のほうが右殻側（約30個）よりも多く

なっています。海底に右殻を潜らせて左殻を開い

ているので、左殻側に目が多いほうが広い視野を

カバーできるためだと思われます。人間であれば、

左視野は右脳で支配され、右視野は左脳で支配さ

れていますが、ホタテガイでは左視野は左脳、右

視野は右脳で直接支配されていますので、目の多

い分、貝柱の横に付いている脳（神経節）は左殻

側のほうが大きくなっています（写真２）。

大人の貝ではその能力が退化していますが、付

着稚貝の頃には、ホタテガイは生殖巣の基部にあ

る足からタンパク質のノリみたいなものを出して

付着基質に付着したり、足そのもので基質上を

這って歩きます。這って歩くには筋肉が必要です

が、足の中には足後引筋と言う筋肉があり、この

筋肉を収縮、弛緩させることにより歩くことがで

きます。ただ、人間であれば筋肉は骨格に付いて

支えられていますが、ホタテガイには骨がないの

写真２　貝柱の横にある神経節（体腔内臓神経節）
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で、この足の後引筋１本だけでは体全体を支える

ことがでません。実を言うとこの筋肉の端は左殻

に付着しているのです。足後引筋は中腸腺と貝柱

の中央の間から左殻に付着していて、足そのもの

は右殻の耳の窪んだ足糸開口から斜めに出るよう

になっています。このため、左殻側を上にして歩

くことはできますが、貝がひっくり返ったときに

は、反転は簡単ですが歩行は難しくなります。

このように、ホタテガイは視覚、運動機能、脳

ともに左側のほうがよく発達しているので、左脳

派と言えますが、人間のように言語認識、論理的

思考はできないものと思われます。しかし、ホタ

テガイが一端ひっくり返ってしまい左殻と右殻が

逆になると、生まれつきの形態からその視覚能力

や遊泳能力は低下し、外敵から逃げることが難し

くなるし、付着稚貝のときも移動するのは難しく

なり、ヒトデに食害されてしまうかもしれません。

やはりホタテガイは右殻を下にして生活していな

いと生死に関わってくると思われます。
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写真３　ホタテガイ稚貝の断面図
Ａ：心房、貝柱（閉殻筋）、ＤＧ：中腸腺、Ｆ：足、
Ｇ：鰓、ＰＤ：足溝、ＰＧ：足神経、ＰＲＭ：足後
引筋、ＬＳ：左殻、ＲＳ：右殻、Ｓ：胃、Ｖ：心室

前回は、陸奥湾には4,800ヘクタールの海草藻

場があって、単純に比べられないものの昭和53

年の環境庁調査より約2,000ヘクタール少ないこ

と、アマモとスゲアマモの藻場があって、このう

ちスゲアマモは深くて波当たりが強く、砂泥が薄

い場にもよく生育することを説明しました。厳し

い環境下でも生育するスゲアマモは、藻場造成に

適した種といえます。

今回は、藻場造りでは基本となるスゲアマモの生

育量と繁殖量について、調査の結果を説明します。

スゲアマモの繁殖

スゲアマモがどのくらい増えるのかを知るため

に、2000年10月に平内町清水川地先の水深2.5

ｍ、５ｍ、10ｍに潜水し、各水深の５草体に標

識を付け、それから2003年２月まで月ごとに計

28回、地上に生えている枝の長さと数を測定し

ました。試験開始時の草体は、写真１のとおりま

だ若く、どれだけ生き残るか大いに不安でしたが、

２年５か月に渡る調査を通じてひとつも欠けるこ

となく生育し続けました。

スゲアマモは地下茎から地上に多くの枝を発出

しますが、これを栄養繁殖と言います。枝の数は、

図１に変化を示したとおり、いずれの水深とも調

査を通じて増加、つまりは栄養繁殖しました。そ

うして、2002年２月に枝の数は、水深2.5ｍ、５

ｍ、10ｍのものでそれぞれ試験開始時の23.7倍、

14.2倍、3.5倍に当たる、平均394.6本、254.6本、

82.6本にまで増えました。調査を始めたあたりに

は三百本弱の枝を測定するだけで済んだのです

磯根資源部　部長　桐　原　慎　二




